歓楽 は 長く 留り 難く、 悲音は 尽くる 時 を 知らず。 よ 

ろ こび は 春の 華の 如く 時に 順って 散れ ども、 かなし 

みは 永久の 鼓吹 をな して 人の 胸 をと、 V ろかす、 会 ふ 時 

の よろこび は 別る、 時の かなしみ を 償 ふべ からず。 は 

たまた 会 ふ 時の 心 は 別る ゝ 時の 心の 万 分の 一 にだ も 長 

う じんかん けいきょく 

からず。 生を享 け、 人間に 出で、、 心 を 労して 荊棘 を 

過る、 或は 故な きに 敵と なり、 或は 故な きに 味方と な 

リ、 恩怨両 つながら 暴 雨の 前の 蛛網 に似て、 徒らに 啻 

だ 毛髪の 細き 縁 を 結ぶ、 夕に 笑 ひしに 因て 朝に 泣く の 

果を 見つ、 朝に 泣きし に 因って 更に 又た 夕に 笑 はんと 

す、 斯の 如き は憫れ むべ し、 斯の 如き は 悲しむべし、 



める こと あり、 洞に 近けば※ 蛇 〔# 「虫+ 元」、 162- 下 

^ 蟄し、 林に 入れば 猛獣 遊ぶ。 二世と いふ 縁に 二世 

ある は 少なく、 三世と いふに 三世 ある も亦尠 なし、 ま 

ことの 心に て 契る 誓 ひ は 稀に し て 、 唯 だ 目前の 情と 慾 

とに 動く も 亦た はかなき 至りな リ、 謦と 恩と に 於て 亦 

た斯の 如し。 必 らず酬 ふべ しと 思 ふ 程なら ば、 酬 はず 

して 自 から 酬 ゆる もの を。 必らず 忘れ じと いふ 恩な 

らば、 忘る、 とも 自 から 忘る まじき を。 譬には 手 を も 

て酬 ひんと 思 ふこと 多く、 恩に は 口 を もて 報ずる ， J と 

多し。 敵と 味方に 於いて 亦た 斯の 如し。 一時の 利の 為 

めに 味方と なる もの は、 又た 一時の 害の 為め に 離る、 



なり。 我 は 再び 言 ふ、 われ は 美く しきものに 意 を 傾く 

る こと 人に 過ぎて 多き を。 花の あした を 山に 迷 ひ、 月 

の ゆ ふべ を 野に くらすな ど、 人に は 狂 へ りと 言 はる、 

も自 から 悟る， j と を 知らず、 人に は 愚な りと 言 はる、 

とも 自 から 賢 からん こと を冀 はず。 或 時 は 蝶の 夢の 覚 

め 易き を 恨み、 また ある 時 は 虫の 音の 夜 を 長う する を 

悲しむ。 この 恨み、 この 悲しみ を 何が 故の 恨み、 何が 

故の 悲し みぞと 問 ふ も、 蝶の 夢 は 夢 なれば こそ 覚め、 

虫の 音 は 秋 なれば こそ 悲しき なれ、 と 答 ふるの 外に 答 

なきに 同じ。 嗚呼 天地 味 ひなき こと 久し、 花に あこが 

うそぶ ぜん/ \ 

る、 もの 誰ぞ、 月に 嘯 くもの 誰ぞ、 人世の 冉々 として 



げんき さ ちう わたくし 

減 毀す る を 嗟し、 惆 として 命運の 私 しがた きを 慨す。 

き 

身 は 学舎に あり、 中 宵 枕を排 して、 燈を 剪りて 亡友 

の 為に 哀詞 を 綴る。 筆 動く こと 極めて 遅く、 涕零 つる 

あ ひへ だゝ 

こと 甚だ 多し。 相距る こと 二十 余日、 天と地の 間に 

いくばく まった 

於て この 距離 は 幾何 ぞ。 (哀詞 本文 は 未だ 稿を完 うせ 

ず) 

(明治 一 一十 六 年 九月) 
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